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 2020 年 2 月 1 日・2 日に、対象とする時代を




































































                                            
































































































































































































Applegarth, Sibbaldbie and Johnstone Church（Church of Scotland） 
 








新の外科器具を解説した An Essay toward the 
Improvement of some of the Important Instruments in 
Surgery; and of the Operations in which they are 
Employed （1814）である（写真 5, 6）。肩書き

















































                                            
2 Lindsay / Gutzlaff, Report of Proceedings on a Voyage to the Northern Ports of China, in the Ship 
































































                                            
3 Le Pichon, Alain, China Trade and Empire: Jardine, Matheson & Co. and the Origins of British 
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として知られる企画書であり、1839 年 12 月 14
日に当時イギリスの外相を務めていたパーマス

















る自分の立場を、翌 1840 年 2 月まで公表するこ
とを控えていた。同年 4 月に下院で遠征軍の戦費











                                            
*4 Le Pichon, Alain, Ibid., p.43. 
に負うところが大きかった」（China Trade and 










は健康を崩し、翌 1843 年 2 月 27 日に死去する。 
  
おわりに 
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テ=ゴメス=ソリス、文禄の役（壬辰倭乱）休戦の
際に来日した沈惟敬や朝鮮使節、メキシコからア
ジアに渡り豊臣政権下で命を落とし、長崎二十六
聖人の一人となったフィリッポ=デ=ヘスス、日本
で国姓爺として知られる鄭森（鄭成功）などがい
る。こうした渡海者の多くは、悲劇的な末路をた
どっているが、その原因は、正しい情報伝達がな
されないために生じたところに求めることがで
きる。 
 海を渡る情報の不正確さの一例としては、明初
に朱元璋が最初に日本に送った使節が大宰府で
懐良親王のもとを訪ねているが、明朝側の記録に
は一貫して「良懐」と記され続けていることが挙
げられる。正しい日本情報を伝えようと奮闘した
鄭舜功が著した『日本一鑑』は、中国で評価され
ることはなく、埋もれてしまった。また、こうし
た不正確さが常態だったことを前提としなけれ
ば、沈惟敬と小西行長が共謀した豊臣秀吉の日本
国王冊封という偽装工作を、理解することはでき
ないだろう。 
 18 世紀に入ると、状況が一変する。日本の江戸
武家政権は長崎に来航した外国船の乗組員から、
海外情報を聴取し、『唐船風説書』などにまとめ、
政権中枢に届けられ『華夷変態』として編集され
ている。オランダ商館長カピタンが口述した情報
は、長崎通詞が『オランダ風説書』として記録し
た。清朝も外国商人の保証人にあたる特許商人な
どから、聴取している。 
 この『なじまぁ』別冊に掲載されている諸論考
も、情報の視点から読むことができる。渡邊論文
からはビルマに関する情報が、オランダ・フラン
ス・イギリスのそれぞれが収集して貿易に活用し
ていた様子を、うかがい知ることができる。重松
論文に取り上げられているアルメニア商人の場
合は、アジア各地に分散してはいるものの、一族
のあいだで情報が行き来していたと考えられる。
弘末論文では東インド文学という言説が、国民意
識の形成を促進したと述べられている。山口論文
はカイロへ留学し、その後、インドネシアの形成
に関わった人物を取り上げ、留学の実像に迫ろう
とする。19 世紀以降、留学という形で、海を越え
て情報や言説が行き交う。これは 16・17 世紀に
は見られない事象であろう。また、本稿で紹介し
たジャーディンもまた、情報を商社の活動のため
収集し、さらに本国の国策にも反映さている。こ
うした重層的・多様な情報の伝達が、渡海者を通
じて展開し、歴史を動かしていくのである。 
  
 
 
 
